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大
切
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ

と
な
く
、
候
補
者
の
施
策
や
考
え

を
良
く
聞
き
、
義
理
や
人
情
に
と

ら
わ
れ
な
い
、
明
る
い
選
挙
を
推

進
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
託
す

人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
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○
県
議
会
議
員
選
挙

平
成
７
年
４
月

日
ま
で
に
生

１３

ま
れ
た
人
で
、
平
成

年
１
月
２

２７

日
ま
で
に
下
田
市
の
住
民
（
住
民

登
録
）
と
な
っ
た
人

○
市
議
会
議
員
選
挙

平
成
７
年
４
月

日
ま
で
に
生

２７

ま
れ
た
人
で
、
平
成

年
１
月

２７

１８

日
ま
で
に
下
田
市
の
住
民
（
住
民

登
録
）
と
な
っ
た
人

౤
ථ
ೖ
場

ớ݊
͸
͕
͖
Ờ

入
場
券
は
郵
送
し
ま
す
。
１
枚

の
は
が
き
に
４
人
分
の
入
場
券
が

印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
分

の
も
の
を
切
り
取
り
投
票
所
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
な
く
て
も
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
、
選
挙
権
の
あ
る

方
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

車
椅
子
で
投
票
所
に
お
出
か
け

の
方
は
、
投
票
所
の
入
り
口
で
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
೔
લ
౤
ථ

投
票
日
に
、
仕
事
、
旅
行
、
入

院
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
方
は
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間

○
県
議
会
議
員
選
挙

４
月
４
日（
土
）～
４
月

日（
土
）

１１

○
市
議
会
議
員
選
挙

４
月

日（
月
）～
４
月

日（
土
）

２０

２５

時
間

８
時

分
～

時

３０

２０

※
土
日
を
問
わ
ず

場
所

市
民
保
健
課

市
民
係
前
ロ
ビ
ー

ෆ
ࡏ
ऀ
౤
ථ

選
挙
期
間
中
、
仕
事
や
旅
行
等

で
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前
に

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
等

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

༣
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Δ
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ථ

左
記
に
該
当
す
る
人
は
、
事
前

に
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
投
票

日
の
４
日
前
ま
で
に
投
票
用
紙
を

請
求
す
る
こ
と
で
、
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

緯
鰻
２
２
１
１

障害の程度障害の種別手帳の区分

１級または２級両下肢・体幹、移動機能の障害

身 体 障 害 者 手 帳 １級または３級
心臓、じん臓、肝臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害

１級、２級または３級免疫の障害

特別項症から第２項症両下肢、体幹の障害

戦 傷 病 者 手 帳
特別項症から第３項症

心臓、じん臓、呼吸器、肝臓、ぼうこう、
直腸、小腸の障害

要介護認定区分が「要介護５」の方介護保険被保険者証
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ର
৅
ऀ

①
下
田
市
民
で
あ
っ
て
、
自
ら
所

有
・
住
居
す
る
住
宅
又
は
購
入

す
る
新
築
・
建
売
住
宅
に
機
器

を
設
置
す
る
予
定
の
個
人
（
工

事
完
了
時
点
で
下
田
市
民
と
な

る
方
を
含
む
）。

②
世
帯
全
員
が
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
。

ର
৅
ػ
ث

①
未
使
用
品
の
機
器
で
あ
る
こ
と
。

②
次
に
掲
げ
る
保
証
が
、
設
置
後

年
間
、
製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ

１０り
付
さ
れ
る
も
の
。

・
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称

最
大
出
力
の

パ
ー
セ
ン
ト
以

８０

上
の
出
力
を
保
証
す
る
も
の
。

・
正
常
な
使
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
等
シ
ス

テ
ム
の
主
要
部
分
が
故
障
し
た

場
合
に
、
無
償
修
理
（
同
等
品

と
の
交
換
を
含
む
）
を
保
証
す

る
も
の
。

③
リ
ー
ス
契
約
に
よ
る
も
の
は

不
可
。

ิ
ॿ
ۚ
ֹ

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た

り
３
万
円
（

万
円
を
上
限
）

１２

当
初
予
算
額

１
２
０
万
円

ඞ
ཁ
ॻ
ྨ

補
助
金
交
付
申
請
書
に
次
の
書

類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
世
帯
全
員
が
入
っ
た
住
民
票

②
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
同
意

書
（
所
有
者
が
複
数
い
る
場
合
）

③
シ
ス
テ
ム
設
置
に
要
す
る
費
用

の
内
訳
が
記
載
さ
れ
た
工
事
請

負
契
約
書
又
は
見
積
書
の
写
し

④
シ
ス
テ
ム
の
公
称
最
大
出
力
な

ど
仕
様
が
わ
か
る
書
類

⑤
シ
ス
テ
ム
の
設
置
箇
所
の
計
画

図
及
び
設
置
個
所
を
含
め
た
住

宅
全
体
が
入
っ
た
現
況
写
真

⑥
市
税
の
完
納
証
明
書

஫
ҙ
ࣄ
߲

①
交
付
決
定
前
に
機
器
の
設
置
工

事
に
着
手
し
た
場
合
は
、
補
助

金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

工
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成

年
３
月

日
ま
で
に
電

２８

２０

力
会
社
と
受
給
契
約
を
す
る

こ
と

ͦ
ͷ
ଞ

申
請
書
類
等
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

環
境
対
策
課
環
境
保
全
係

緯
鰻
２
２
１
３

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

౷Ұ஍ํબڍ

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙

4月12日4月26日
静静静
岡
県
議
会
議
員
選
挙

静静静
岡
県
議
会
議
員
選
挙

静静
岡
県
議
会
議
員
選

静
岡
県
議
会
議
員
選
挙挙

下下下
田
市
議
会
議
員
選
挙

下下下
田
市
議
会
議
員
選
挙

下下
田
市
議
会
議
員
選

下
田
市
議
会
議
員
選
挙挙

知っているようで知らない下田を住民に知ってもらうため

のイベント、おもてなしプログラムがこの日行われました。

この日はクロスバイクに乗りながら観光施設等をめぐり、早

春の風を堪能しながら下田の魅力を再発見しました。

自転車で爽やかに市内を観光です今年の夏が待ち遠しい2月下旬

NTT西日本より、耳や言葉が不自由な人のために「電話お

願い手帳」が寄贈されました。耳や言葉の不自由な方が外出

先で用件を書き込み、お願いするときに使用するものです。

福祉事務所で配布していますのでご利用ください。

言葉の不自由な方からのお願いサインにご協力を3/2

３
月
の
で
き
ご
と

この日、市内食料品店において自殺対策のための街頭キャ

ンペーンが実施されました。3月は自殺対策強化月間です。

ひとりひとりが悩んでいる人に気づき、傾聴し、つなぎ、見

守るゲートキーパーの意識を持つことが大切です。

みんなが、誰かのゲートキーパー3/2
この日、各地区の自主防災会により、沿岸部では津波、それ以

外の地域では土砂災害を想定して避難訓練が行われました。

また、西本郷のマックスバリュでは、区民が参加し、店内から

の避難誘導訓練を行い、災害発生時の対応が確認されました。

3/8

宝くじを財源とした（公財）自治総合センターの宝くじ社会

貢献広報事業により、伊勢町区町内会に祭典用太鼓台が整備

されました。大改修により今年の夏は例年にも増して勇壮な

姿が見られることでしょう。

日ごろの訓練が大事

4～20日 3月定例市議会

7日 ごみひろいしましょ（腰越海岸）

遊・VIVA カプラフェスティバル

9日 須崎財産区議会議員選挙当選証書附与式

15日 第11回風の花祭りオープニング

第28回農林フェスティバル

10日～12日 津波避難計画報告会

13日～20日 市史編さんミニ展示会「伊豆の古代製鉄」

21日 下田ビーチクラブ

26日 第35回下田市戦没者・戦災者合同慰霊祭

行政協力委員会議

27日 お吉祭り

この日、横須賀市の陸上自衛隊に入隊することとなった酒

井慎さんの激励式が執り行われました。酒井さんは「故郷を

忘れず、期待に沿えるよう職務に励みたい」とやる気に満ち

た表情で謝辞を述べられました。

2/27 初心を忘れずに
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